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　本校では学校の住所｢豆柄山３番地」にちな
んで、子どもたちを「まめがらっ子」と呼んで
います。果樹園、田畑、木々に囲まれた自然豊
かな白河第四小学校。｢心と体をきたえ、進ん
で学び、がんばりぬく子ども」という教育目標
のもと、今年度は標題の重点目標を掲げまし
た。「自ら！」人・こと・ものにかかわり、目
標に向かってあきらめずに「力を合わせて！」
学び続けることで力を伸ばすことを目指してい
ます。また「まめがらっ子トリプルＡ」（あい
さつ、ありがとう、あきらめない）を合言葉
に、「仁（思いやり）の心」を育むことにも力
を入れています。保護者、地域の皆様の温かな
協力に支えられ、まめがらっ子１８４名は日々
の教育活動に元気いっぱい取り組んでいます。
　まめがらっ子の元気の源が、毎日のおいしい
給食です。本校の給食は白河市学校給食セン
ターからの受配で、季節に応じた献立、白河の
郷土食を取り入れた献立等を、子どもたちも職

員もみんな楽しみにしています。それは、栄養
士の皆様が、おいしい給食が提供されるよう、
栄養のバランスを考えながら、季節を感じさせ
る旬の食材を用いて、献立に様々な工夫を取り
入れてくださっているおかげです。また、旬の
食材を提供してくださる地域の方々や、調理員
の方々など給食に携わる皆様のおかげで、おい
しく安全な学校給食を日々提供いただいており
ますことに心より感謝申し上げます。さらに、
５年生のバイキング給食や、各学年で食育の授
業にも協力をいただいております。
　学校給食や食育の授業は、子どもたちに「食
べる力」「感謝の心」「郷土愛」を育む大切な機
会と考えています。今後とも、食の指導や生き
た教材である給食を通して、
子どもたちに健やかな体と
心、たくましく生き抜く力を
育むことができるよう、よろ
しくお願いいたします。

　二学期始業式後の職員会議で、校長先生から
「年休は、年度末までに５日取得してくださ
い。」とお話がありました。管理職の先生から
年休の取得についての説明を職員会議でされる
のは、初めてのことだったので働き方への考え
方が変わってきているのだということを感じま
した。平成１９年１２月に、「仕事と生活の調
和（ライフ・ワーク・バランス）憲章、内閣
府」が策定されました。その中に「国民一人ひ
とりがやりがいや充実感を持ちながら働き、仕
事上の責任を果たすとともに、家庭や地域生活
などにおいても、子育て期、中高年期といった
人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実
現できる社会」とあります。

　毎日の給食業務、年間計画に基づく指導、突
発的な仕事や日々の仕事に追われていると、ど
のように「ライフ・ワーク・バランス」に取り
組めばよいのかを考える時間を作ることも出来
ずに目の前の仕事をしているのが現状です。
　しかし、令和の時代には「仕事の効率化」を
図るために、研修会や勉強会での情報交換を行
い、職場の先生方と「忙しい」を言い訳にしな
いで「仕事の効率化」について、一緒に考える
ことも必要だと思います。
　食事バランスで鍛えた感覚を、自分の仕事と
生活の「ライフ・ワーク・バランス」をとるこ
とにもつなげてまいりましょう。

「自ら！」そして「力を合わせて！」
あきらめないで　学び続けるまめがらっ子

西白河地区学校給食研究会　会長　白河市立白河第四小学校長　新　田　直　子

『ライフ・ワーク・バランス』
福島県学校給食研究会栄養士部会　副部会長　櫻　井　長　子



令和２年２月１日発行 福島県学校給食研究会　栄養士部会　会報 第96号（ 2 ）

　福島県学校給食研究会栄養士部会での南会津
方部としての活動は、令和元年度で幕を閉じま
す。思い起こせば、私が採用された昭和５７年
の頃から、南会津方部は独立して活動していま
した。南会津方部は、今は亡き星サツキ先生が
中心となって８名が楽しい雰囲気の中で活動し
ていました。少人数のためまとまりがよく、自
主研修では、キムチ作りや味噌作りの体験、洋
食マナーを学習するため東京に出向いたことも
ありました。また、１５年前福島県で開催され
た全国学校栄養職員研究大会では、式典係とし
て協力することができました。
　平成２７年度には、協議会の補助事業を活用
し、食物アレルギー対応マニュアルを作成しま
した。各学校に実態調査をお願いし、要望等を
把握した上で、公益財団法人福島県学校給食会
より発行された「学校給食と食物アレルギー」

を参考に、南会津郡内で活用できる様式や進め
方などを検討して冊子にまとめました。南会津
郡内の小中学校に配付し、医師の診断書をもら
うこと、面談を実施することなど、各学校足並
みをそろえて対応することができるようになっ
ています。
　来年度からは、会津方部の一員として、新た
な一歩を踏み出します。大勢の会員との交流
は、学ぶことも多く、みんなワクワクしていま
す。「できることは積極的に協力する」気持ち
を大切に進んでい
きたいと思いま
す。会津方部のみ
なさん、どうぞよ
ろしくお願いいた
します。

　日頃から、福島県学校給食研究会栄養士部会
会長様を始め、会員の皆様におかれましては、
本会の事業運営に対しご理解とご支援を賜り厚
く御礼を申し上げます。
　さて、私事ではありますが、平成２年、学校
給食会職員として採用以来３０年目となりまし
た。３０年間の勤務期間中には、食品案内、学
校給食管理システムのインストール作業等のた
めに県内各方部の学校等を訪問し、会員の皆様
には暖かく迎えていただきましたことに対し感
謝申し上げます。
　本会では、これまで学校給食に大きな影響を
与えた狂牛病、O-157、遺伝子組み換え食品、
中国産冷凍餃子事件、産地偽装、食物アレル
ギー、震災後の放射性物質等、食に関わる様々
な問題への対応を行ってまいりました。現在で
は、HACCP、食品表示等の食品衛生及び管理
体制強化への対応を進めているところです。平
成２４年４月から、公益法人としての食品提供
事業、衛生管理及び普及充実事業等、各種事業
活動を行っておりますが、今後も県内の学校給
食を支え、守るメインサポーター「学校給食会」
として、当栄養士部会様のご期待に沿えるよう
努めてまいりますので、更なるご理解とご支援
のほどよろしくお願い申し上げます。

　柳津町では、施設設備の老朽化に伴い、昨年
度４月より新しい給食センターを開設しまし
た。
　新センターの開設とあ
わせ、柳津町内小中学校
の他、県内で唯一給食を
実施していなかった隣の
三島町の小中学校への給
食の提供もはじまりまし
た。
　センターの施設設備は全て新しくなり、冷暖
房も完備され、とても恵まれた環境で以前同様
の手作り給食を心がけています。
　三島町への給食の提供にあたっては、子ども
たちや保護者も給食の経験がないため、不安な
中でのスタートでした。いざはじまると、「栄
養バランスのとれた温かいものが食べられる」
「嫌いなものも食べたらおいしくて好きになっ
た」ととても喜んで、楽しく給食を食べてくれ
ています。毎日の連絡簿には、「いつもおいし
い給食ありがとうございます」と子どもたちか
らの感謝の言葉が書かれていて、職員一同パ
ワーをもらっています。
　これからも、２地域の子どもたちの健康のた
めに給食からメッセージを送り、思い出に残る
給食作りをしていきたいと思っています。

「学校給食を支え、守るメインサポーターを担う給食会」 ２つの町への給食づくり

柳津のB級グルメ「ソースカ
ツ丼」を三島地鶏で作り、そ
の他のメニューにも柳津町と
三島町の食材を使った給食セ
ンター開設記念献立

＜郡内で作成したマニュアル＞

南会津方部長　横　田　みえ子

　公益財団法人福島県学校給食会
事務局次長兼総務課長　三　浦　初　男

　柳津町・三島町学校給食センター
主任栄養技師　渡　部　陽　子

「南会津方部での活動ありがとうございました。会津方部での活動よろしくお願いします。」
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　「高校陸上部の女子で、下宿先の食事量では
足りないようなんだけど、手軽に栄養補給でき
るものは何？」と聞かれて、スポーツ栄養に踏
み入ったことが始まりでした。頑張っている子
を応援するために、スポーツ栄養をしっかりと
学び、「公認スポーツ栄養士」を目指すことを
決意しました。まずは「スポーツ栄養ベーシッ
クコース講習会」の受講申請をしましたが、す
ぐには受講できませんでした。次は、養成講習
会と難関のインターシップです。高校野球部で
の栄養サポートを実施しました。どのようにス
ポーツ栄養マネジメントを進めるか、紆余曲折
がありました。監督やマネージャー、保護者、
熱心に取り組んでくれた選手たちの協力のおか
げで、何度も挫折しながら何とか今年１０月に
「公認スポーツ栄養士」の認定書をいただくこ
とができました。
　栄養教諭がスポーツ栄養の指導を行うことの
一番の武器は「学校給食」です。学校給食は
「栄養フルコース型」で、主食、主菜、副菜、
汁物、乳製品、果物（予算に応じて）が揃った
食事です。そして、給食を食べている児童生徒
全てに「バランスの良い食事」を提供すること

ができます。また、私が勤務している中学校で
は「スポーツ栄養」の講話や、部活動での栄養
サポートで身体組成の計測、栄養教育等を実施
しています。
　最後に、「食に関する指導の手引き－第二次
改訂版－」第６章個別的な相談指導の進め方
（ｐ240）には栄養教諭の役割が「食に関する高
い知識やスキルをもって、個別的な相談指導を
主体的にかつ効果的にすすめる役割を担ってい
ます。」と記してあります。私は勤務校でス
ポーツ栄養マネジメントのノウハウを個別指導
に役立てることができま
した。常に新しい知識と
情報をもって、個別的な
相談指導ができるよう
に、日々学ぶ姿勢を大切
にしていきたいと考えて
います。是非、
皆さんもスポー
ツ栄養について
一緒に学んでみ
ませんか。

　昭和４１年に５市４町５村が合併し、いわき
市が誕生しました。合併当時、完全給食やミル
ク給食、おかずのみの給食等、旧市町村により
まちまちであった学校給食の足並みをそろえる
ため、共同調理場の設置が相次ぎました。
この５０年余の間に、学校給食は変遷を遂げ子
どもたちの心と身体を作るかけがえのない存在
になっています。
　子どもたちを中心に、学校と学校給食共同調
理場が家庭や地域と連携を図りながら食育を推
進することとし、広域であるいわき市の特徴を
生かせるよう、市内の栄養教諭・学校栄養職員
が情報を共有して食育事業等を行っています。
主な事業として「ふれあい弁当デー」を全小中
学校を対象に継続的に実施しているほか、いわ
き海星高校とタイアップした「かじきカツ給
食」や磐城農業高校の生徒が製造したトマト
ジュースを使用した「オリジナル食材使用献
立」、更に、市内の料理人と連携した「和食給
食」では魚の解体等実演を交えた給食交流会を

実施し、統一献立として市内全ての小中学校で
提供しています。また、家庭での取組みも重要
であることから、多くの保護者に給食の現場を
体験して頂く事業として、共同調理場に入り場
内の見学に加え、実際の調理体験と試食をする
親子参加の「調理場体験ツアー」や、親子で料
理する楽しさを伝える事業として「お弁当講
座」を実施するほか、市のホームページに予定
献立表や献立紹介、給食だより等を掲載するな
ど広報活動も行っています。
　現在、児童・生徒の肥満率の高さや、成人の
心疾患発症率が問題となっていることから、保
健所と共に「実践の環を広げよう」を新たなコ
ンセプトとして、家庭における食育の充実を
図っていくとともに、今後も給食を架け橋とし
て地域と関わり、子ど
もたちの心と身体を育
むため、安全で美味し
い給食の提供に努めて
参ります。

『架け橋として・・・』

「スポーツ栄養と栄養教諭の関わり」
二本松市立安達中学校　栄養教諭　武　藤　真　紀

いわき市教育委員会事務局　学校教育推進室　学校支援課 食育給食係　主任専門栄養技師　内　山　久美子
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編　集　後　記
　会報発行にあたり、お忙しい中原稿をお
寄せいただきました皆様に厚く御礼申し上
げます。
　来年度も、子どもたちが健康な生活を送
れるよう、「給食管理」と「食に関する指
導」に取り組んでいきましょう。

○学校給食施設訪問実施状況点検
　５～ 12月　各施設
○新規採用学校栄養職員研修「宿泊研修Ａ」
　６月１日㈪～３日㈬
○第15回食育推進全国大会
　６月27日㈯、28日㈰
　　　　　　　愛知県（愛知県国際展示場）
○栄養教諭・学校栄養職員調理技術講習会
　７月27日㈪　福島県学校給食会
○学校給食研究会栄養士部会研修会
　７月28日㈫　郡山ユラックス熱海

令和２年度　行 事 予 定

令和元年度　表　　彰
文部科学大臣表彰受賞

　〔学校給食功労者〕	 　新地町立新地小学校� 栄養教諭　小　泉　弘　子
　〔学校給食優良学校等〕	　会津若松市会津若松学校給食センター

公益財団法人福島県学校給食会表彰

　〔学校給食優良団体〕	　三春町立中郷小学校
			   　会津若松市立行仁小学校
			   　いわき市立勿来学校給食共同調理場

　〔学校給食功労者〕	 　福島市北部学校給食センター� 作業長兼技能主査　斎　藤　好　美
			   　郡山市立西田学園共同調理場� 主任栄養技師　上遠野　美保子
			   　塙町立塙中学校� 栄養教諭　上遠野　朋　子
			   　会津若松市立永和小学校� 主任栄養技師　五十嵐　朋　子
			   　南相馬市教育委員会� 主任栄養士　鈴　木　美智代

　〔県産食材活用部門〕	　小野町給食センター

http://www.f-eiyou.jp
　おすすめの献立や給食だより、食の指導の
資料など、皆様のお役に立つ情報が掲載され
ています。ぜひご活用ください。
　皆様のご意見やアイディア等お待ちしてい
ます。

福島県学校給食研究会栄養士部会
ホームページ

○学校栄養職員経験者研修Ⅱ
　７月29日㈬～ 31日㈮
○第61回全国栄養教諭・学校栄養職員研究大会
　７月30日㈭、31日㈮
　　　　　　　栃木県（県総合文化センター）
○新規採用学校栄養職員研修「宿泊研修Ｂ」
　９月１日㈫～３日㈭
○栄養教諭等衛生講習会
　９月８日㈫、９日㈬　福島県学校給食会
○栄養教諭・学校栄養職員研修会
　10月13日㈫、14日㈫　福島県学校給食会
○第71回全国学校給食研究協議会
　10月29日㈭、30日㈮　熊本県（熊本城ホール）


